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改修される遊具

国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の

国
推
進
と
国
有
林
野
事
業
の

国
国
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書

  

林
業
・
木
材
関
連
産
業
の
振
興
施
策
の

  

推
進
と
、
国
の
森
林
整
備
予
算
の
確
保
な
ど

︵

︶

６月定例会

308万円

596万円

補正予算等

　　　  を可決
一般会計

特別会計

六
六
月
定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
九
日
間
開
か
れ
、
二
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
議
員
提
出
の
意
見
書
、
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど

を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

六
一
般
質
問
に
は
七
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

七
月
十
四
日
に
臨
時
議
会

が
開
か
れ
、
議
会
推
せ
ん

の
農
業
委
員
に
山
野
忠
男

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

 

提
出
先

　

 

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣

　

 

県
選
出
国
会
議
員
ほ
か

296万8千円

554万7千円

児童福祉費
（生比奈保育所遊具改修）

介 護 保 険
（国庫支出金等過年度分返還金）

補正の主なもの

議員提出議案議員提出議案

一般会計

特別会計

山
野
議
員
を
選
出

議
会
推
せ
ん
の
農
業
委
員

第
二
回 

臨
時
議
会

2議会だより かつうら

DTP
国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を求める意見書



勝浦病院の入院病床

用地売却完了のナカテツ

工事が進む第８工区（中山）

五
六
月
五
日
に
委
員
会
を
開
き
、
十

九
年
度
の
事
業
報
告
と
二
十
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
協

議
し
ま
し
た
。
二
十
年
度
の
予
算
は

九
千
五
百
万
円
︵
前
年
比
三
十
七
％

減
︶
と
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

五
午
後
か
ら
は
期
成
同
盟
会
、
県
担

当
者
と
の
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、

県
か
ら
二
十
一
、
二
十
二
年
度
と
予

算
減
額
が
予
想
さ
れ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
委
員
会
か
ら
は
部
分
的

で
あ
っ
て
も
早
期
供
用
を
求
め
た
。

五
六
月
三
日
に
委
員
会
を
開
き
、
各

担
当
課
か
ら
決
算
状
況
や
条
例
改
正
、

補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
審
議
し
ま
し
た
。

五
五
五
五
五
五
五
五
五
病
院
事
業
特

別
会
計
の
十
九
年
度
の
決
算
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
病
床
稼
働
率

は
六
十
七
・
三
％
で
あ
る
。
三
年
間

連
続
し
て
七
十
％
を
切
れ
ば
、
国
の

指
導
で
診
療
所
へ
の
格
下
げ
か
、
病

床
数
減
と
な
る
。

五
五
五
五
五
五
五
保
育
所
遊
具
の
改

修
・
修
繕
と
保
育
所
民
間
移
管
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

五
遊
具
の
改
修
・
修
繕
に
つ
い

て
補
正
予
算
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
生
比
奈
と
横
瀬
で
は
違
う
の
か
。

五
生
比
奈
保
育
所
の
遊
具
は
木

製
で
安
全
基
準
か
ら
劣
化
が
進

ん
で
お
り
改
修
と
な
っ
た
。

五
横
瀬
保
育
所
は
鉄
製
で
耐
用
年
数

が
長
い
の
で
、
修
繕
で
対
応
出
来
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

問答

五
五
月
九
日
、
三
十
日
に
委
員
会
を

開
き
、
勝
浦
町
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
や
十
九
年
度
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
審
議
し
ま
し
た
。

五
ま
た
、
会
計
管
理
者
か
ら
土
地
開

発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

五
十
九
年
度
に
沼
江

の
土
地
開
発
公
社
所

有
地
が
﹁
ナ
カ
テ
ツ
﹂
に

売
却
さ
れ
、
残
る
は
棚
野

の
代
行
用
地
の
み
と
な
っ

た
が
、
今
後
の
方
針
は
。

五
横
瀬
橋
関
連
の
代

行
用
地
な
の
で
、
地

元
と
も
協
議
し
、
公
社
解

散
も
視
野
に
入
れ
、
今
年

度
中
に
方
針
を
出
し
た
い
。

答 問

病
院
事
務
局
長
か
ら

福
祉
課
長
か
ら

東
部
広
域
農
道

整
備
促
進
特
別
委
員
会

土
地
開
発
公
社
解
散
も

事
業
推
進
さ
ら
に
厳
し
く

3 議会だより かつうら

DTP
委員会ハイライト

DTP
文教厚生常任委員会

DTP
総務産建常任委員会



真剣に避難訓練

改築・改修検討委員会がスタート

反省会では色々な意見が

保
育
所
の
民
間
移
管
先
の
法

人
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
三
法

人
か
ら
運
営
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。

七
月
二
日
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
今
後
、
選

定
委
員
会
で
最
終
決
定
の
後
、

町
長
に
答
申
さ
れ
ま
す
。

　

七
月
十
六
日
に
第
三
回
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
事
務
局

か
ら
全
体
構
想
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
案
に
つ
い
て
委
員
か
ら

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ

を
反
映
し
た
、
よ
り
具
体
的
な

計
画
が
次
回
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。

六
月
三
十
日
に
第
一
回
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
小
・
中
学
校
の
改
築
・

改
修
の
検
討
と
併
せ
て
、
﹁
学

校
の
あ
り
方
﹂
を
議
論
し
、﹁
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
﹂
の
具
体

的
な
方
向
性
を
決
定
し
ま
す
。

　
今
今
山
自
主
防
災
組
織
は
平
成

十
八
年
に
結
成
さ
れ
、
隊
員
十

八
人
で
組
織
づ
く
り
に
着
手
し

ま
し
た
。
区
を
三
つ
の
班
に
分

け
、
区
民
の
安
否
確
認
が
ス
ム

ー
ズ
に
出
来
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

今
ま
た
、
半
鐘
の
復
活
や
定
期

的
に
器
具
の
点
検
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
今
年
の
二
月
十
七
日
に
は
、

第
六
分
団
と
合
同
で
消
火
栓
の

点
検
、
婦
人
会
と
の
炊
き
出
し

訓
練
、
六
月
一
日
に
は
県
の
防

災
課
、
小
松
島
警
察
署
の
指
導

で
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
終
了
後
の
反
省
会
で
は
色
々

な
意
見
が
出
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
対
し
て
対
応
で
き
る
よ

う
隊
員
一
同
﹁
区
民
の
安
心
・

安
全
﹂
を
合
い
言
葉
に
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
ん
し
ょ
う

防  災 シリーズ

道
の
駅
検
討
委
員
会

区
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

﹃ 

今
山
自
主
防
災
隊 

﹄
隊
長
　
立 

石 

竹 

夫

重要施策を検討将来に向けて

勝
浦
町
立

保
育
所
移
管
先

法
法
人
選
定
委
員
会

勝
浦
町
立
学
校

改
築
・
改
修

法
法
検
討
委
員
会

4議会だより かつうら

DTP
勝浦町立保育所移管先法人選定委員会

DTP
勝浦中学校改築・改修検討委員会



一 般 質 問

豊岡住民課長

成果が期待されるリサイクルプラザ（横瀬）

総
務
税
務
課
長

答

　

県
県
下
全
市
町
村
の
新

年
度
予
算
が
新
聞
紙
上

で
公
表
さ
れ
た
が
、
本
町
の
行

政
改
革
推
進
や
財
政
状
況
、
県

内
で
の
位
置
付
け
、
今
後
の
見

通
し
は
。

県
ま
た
、
﹁
勝
浦
町
地
区
活
動

統
合
補
助
金
﹂
の
取
り
組
み
経

緯
と
内
容
は
。

県
本
町
の
財
政
は
、
平
成
十
一

年
度
か
ら
の
行
政
改
革
大
綱
や

そ
の
後
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

よ
り
、
人
件
費
や
大
型
事
業
の

抑
制
に
よ
る
緊
縮
型
予
算
を
継

続
し
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
が
、
実
質
公
債
費
比
率
が
二

十
三
・
四
％
と
県
下
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
で
あ
り
、
財
政
指
数
全
般

で
も
県
内
で
は
下
位
で
あ
る
。

県
今
後
も
、
行
政
改
革
を
さ
ら

に
進
め
、
二
十
三
年
度
を
目
標

に
財
政
の
改
善
を
図
り
た
い
。

県
統
合
補
助
金
は
、
国
の
地
方

分
権
推
進
を
受
け
、
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
も

の
で
、
地
区
役
員
の
報
酬
な
ど

を
一
つ
に
統
合
し
、
地
区
の
実

情
に
よ
り
柔
軟
に
配
分
す
る
﹁
地

区
運
営
活
動
補
助
﹂
と
、
地
区

集
会
所
の
大
規
模
な
改
修
へ
の

支
援
と
し
て
﹁
地
区
集
会
所
維

持
補
修
補
助
﹂
を
設
け
た
制
度

で
あ
る
。

県
統
合
補
助
金

は
、
今
年
度
に

各
区
長
の
意
見
を
聞
き
、
来
年

度
か
ら
実
施
し
た
い
。

県
町
内
各
地
区
に
﹁
ご

み
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂

の
設
置
が
進
み
環
境
は
良
く
な

っ
た
が
、
ご
み
減
量
化
・
資
源

化
は
近
隣
町
村
に
比
べ
遅
れ
て

い
る
。
町
の
ご
み
排
出
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
。

県
ま
た
、
可
燃
ご
み
の
処
理
を

十
九
年
度
か
ら
小
松
島
市
に
委

託
し
て
い
る
が
、
委
託
前
後
の

ご
み
排
出
量
と
そ
の
経
費
は
。

県
今
後
、
﹁
ご
み
減
量
化
戦
略
﹂

を
立
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
二
千
五
百
万
円
く
ら
い
の

削
減
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

県
本
町

の
一
日

一
人
当
た
り
ご
み
排
出
量
は
約

七
百
四
十
五
ｇ
で
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
二
十
六
・
六
％
で
あ
る
。

県
可
燃
ご
み
の
排
出
量
は
十
八

年
度
が
一
千
二
百
八
十
四
ｔ
、

十
九
年
度
は
一
千
三
十
六
ｔ
で
、

委
託
料
は
四
千
六
百
六
十
一
万

円
で
あ
る
。

県
ご
み
減
量
化

に
つ
い
て
は
﹁
分

別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
設
置
し

﹁
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
﹂
の
活

動
に
よ
り
成
果
が
出
て
い
る
。

県
今
後
、
さ
ら
に
周
知
徹
底
し

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問

問

住
民
課
長

答

町
長

答

町
長

答

国

清

一

治
議

員

新
し
い
取
り
組
み

  
統
合
補
助
金
と
は

区
長
の
意
見
を
聞
き

　
　
二
十
一
年
度
実
施

︵
町
長
︶　
　

　
周
知
徹
底
し

　
積
極
的
に
推
進

︵
町
長
︶

ご
み
半
減
で

二
千
五
百
万
円

　
　
　

  

の
削
減
に

■ 

そ
の
他
の
質
問

○ 

奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
で

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

5 議会だより かつうら

DTP
二千五百万円の削減に



一 般 質 問

稲井教育長

耐震化が急がれる横瀬小学校

総
務
税
務
課
長

答

授
授
業
の
充
実
を
図
る

た
め
﹁
習
熟
度
別
授
業
﹂

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入

れ
た
学
習
が
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。
　

授
町
内
の
学
校
で
は
、
ど
の
よ

う
な
﹁
特
色
あ
る
授
業
﹂
の
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

授
ま
た
、
課
外
授
業
の
一
環
と

し
て
交
響
楽
団
や
ア
カ
ペ
ラ
の

コ
ン
サ
ー
ト
の
催
し
で
子
供
た

ち
が
大
き
な
感
動
を
受
け
て
い

る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
企
画

を
増
や
す
べ
き
で
な
い
か
。

授
現
在
、
小
、

中
学
校
で
は

少
人
数
学
級
に
よ
る
授
業
を
取

り
入
れ
、
算
数
、
数
学
で
好
成

績
を
あ
げ
て
い
る
。

授
ま
た
、
小
学
校
で
は
複
数
の

先
生
に
よ
る
手
話
教
室
や
特
別

支
援
学
習
を
実
施
し
、
中
学
校

で
は
町
内
の
職
場
体
験
学
習
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

授
本
物
の
音
楽

を
体
験
す
る
こ

と
は
生
徒
の
将
来
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
の
で
、
今
後
も
機

会
を
増
や
し
て
行
き
た
い
。

　

授
中
国
の
大
地
震
を
受

け
て
﹁
地
震
防
災
対
策

特
別
措
置
法
﹂
が
成
立
し
、
耐

震
工
事
の
補
助
率
が
ア
ッ
プ
し

た
。
耐
震
化
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
い
か
。

授
新
し
く
学
校

の
﹁
改
築
・
改

修
検
討
委
員
会
﹂
が
発
足
し
た
。

緊
急
性
は
認
識
し
て
お
り
、
委

員
会
の
議
論
を
参
考
に
検
討
し

た
い
。

授
こ
の
制
度
は
四
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

勝
浦
町
で
も
誤
徴
収
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
。
今
後

も
当
事
者
が
不
利
益
に
な
る
事

態
が
予
想
さ
れ
る
が
、
町
で
す

べ
て
対
応
出
来
る
の
か
。

授
ま
た
、
健
康
診
査
の
対
象
者

拡
大
の
た
め
、
広
域
連
合
議
会

で
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

授
こ
の
制
度
の
届
出
、
申
請
は

総
務
税
務
課
を
窓
口
と
し
て
対

応
し
て
行
く
。
内
容
に
よ
り
広

域
連
合
、
社
会
保
険
事
務
所
と

協
議
し
当
事
者
に
連
絡
す
る
。

授
健
康
診
査
の

希
望
者
が
多
い

の
で
、
現
在
、
事
務
レ
ベ
ル
で

検
討
し
て
い
る
。
広
域
連
合
議

会
に
提
案
さ
れ
れ
ば
実
施
に
向

け
て
努
力
し
て
行
く
。

問

教
育
長

答

町
長

答

町
長

答

町
長

答

問問 学
校
の
耐
震
工
事
を
　

　
　  

急
ぐ
べ
き
で
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

  

問
題
点
の
対
応
は


特
色
あ
る
授
業


　
　

  

の
取
り
組
み
は

少
人
数
学
級
に
よ
る

　
　
授
業
な
ど
を
実
施

 

︵
教
育
長
︶

　

　

公

一

議

員

■ 

そ
の
他
の
質
問

○ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

６議会だより かつうら

DTP
ひとみ蔀公一議員

DTP
「特色ある授業」の取り組みは

DTP
学校の耐震工事を急ぐべきでは



一 般 質 問

伊丹総務税務課長

側溝整備要望箇所（与川内）

教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

総
務
税
務
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

全
全
国
的
に
中
国
の
冷

凍
ギ
ョ
ー
ザ
問
題
が
騒

が
れ
、
未
解
決
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。

全
本
町
の
学
校
給
食
で
は
七
十

％
は
地
元
産
で
賄
っ
て
い
る
と

聞
く
が
、
野
菜
以
外
の
加
工
食

品
や
冷
凍
食
品
を
含
め
、
残
留

農
薬
の
検
査
な
ど
に
立
ち
会
っ

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

全
食
の
安
全
に
つ
い
て
は
県
の

指
導
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
で
は
毎
年

ス
ダ
チ
や
野
菜
の
サ
ン
プ
ル
検

査
を
行
っ
て
い
る
。
町
も
営
農

講
座
等
で
農
薬
の
適
正
使
用
の

指
導
を
行
い
、
販
売
先
や
消
費

者
の
信
頼
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

全
学
校
給
食
と
し
て
、
食
の
安

全
の
重
要
性
か
ら
Ｊ
Ａ
に
栽
培

履
歴
を
求
め
て
い
る
が
、
提
出

さ
れ
て
い
な
い
。

全
ま
た
、
残
留
農
薬
の
検
査
に

は
立
ち
会
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、

今
後
と
も
食
の
安
全
に
心
が
け

て
行
き
た
い
。

全
後
期
高
齢
者
医
療
の

二
回
目
の
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
が
六
月
十
三
日
に

あ
っ
た
が
、
問
題
は
な
か
っ
た

の
か
。

全
今
後
、
制
度
の
見
直
し
や
保

険
料
の
軽
減
策
な
ど
を
高
齢
者

に
周
知
徹
底
す
べ
き
で
は
。

全
現
在
、
保
険
料
徴
収
に
大
き

な
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
。

全
今
後
、
保
険
料
の
見
直
し
や

軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
広
報

で
周
知
徹
底
し
た
い
。

全
町
道
の
整
備
は
全
町

的
に
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。

今
年
度
、
区
長
か
ら
要
望
さ
れ

た
改
良
工
事
は
施
工
中
を
含
め

何
カ
所
あ
る
の
か
。

全
ま
た
、
工
事
の
優
先
順
位
と

二
十
年
度
の
見
通
し
は
。

全
交
通
安
全
施
設
が
十
三
カ
所
。

改
良
工
事
が
四
十
一
カ
所
。
舗

装
が
二
十
五
カ
所
。
側
溝
が
二

カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

全
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

六
月
下
旬
か
ら
七
月
に
現
地
踏

査
を
行
い
、
危
険
度
・
利
用
度

を
勘
案
し
て
、
優
先
度
の
高
い

と
こ
ろ
か
ら
施
行
し
た
い
。

全
今
年
度
は
、

五
千
万
円
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

全
私
も
現
地
踏
査
を
行
い
優
先

順
位
を
判
断
し
た
い
。

問

問

問

町
長

答

産
業
建
設
課
長

答

果
樹
・
野
菜
の

　
残
留
農
薬
検
査
の
徹
底
を

販
売
先
や
消
費
者
の

　
信
頼
確
保
を
重
視

 

︵
産
業
建
設
課
長
︶ 

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

  

見
直
し
軽
減
策
は

広
報
で
周
知
徹
底
す
る

︵
総
務
税
務
課
長
︶

大
幅
に
遅
れ
て
い
る

　  　
　
町
道
改
良

五
千
万
円
の
町
道
改
良

予
算
を
計
上
　
︵
町
長
︶

山

野

忠

男
議

員

7 議会だより かつうら

DTP
果樹・野菜の残留農薬検査の徹底を

DTP
大幅に遅れている町道改良



一 般 質 問

谷添教育委員会事務局長

　地産地消のおいしい給食

教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

厳
厳
し
い
町
財
政
の
な

か
﹁
道
の
駅
﹂
構
想
が

出
て
い
る
が
、
赤
字
に
な
ら
な

い
経
営
が
出
来
る
の
か
。
建
物

あ
り
き
で
な
く
、
町
づ
く
り
の

理
念
の
中
で
の
位
置
付
け
を
し

っ
か
り
と
検
討
し
、
議
論
し
て

か
ら
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

厳
ま
た
、
運
営
主
体
は
ど
こ
に

な
る
の
か
。

厳
道
の
駅
検

討
委
員
会
を

中
心
に
二
十
年
度
に
取
り
ま
と

め
、
二
十
一
年
度
着
工
を
め
ざ

し
て
い
る
。

厳
運
営
主
体
は
、
ど
の
よ
う
な

施
設
を
整
備
す
る
か
に
よ
っ
て

か
わ
り
、
全
体
構
想
が
固
ま
っ

た
後
、
関
係
者
等
と
協
議
を
し

て
行
く
。

厳
町
づ
く
り
の

全
体
構
想
の
中

心
と
し
て
位
置
付
け
、
し
っ
か

り
議
論
し
、
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。

　

厳
県
内
の
小
中
学
校
で
、

給
食
費
を
値
上
げ
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
保
護

者
負
担
を
出
来
る
だ
け
軽
減
し

て
、
地
産
地
消
の
お
い
し
い
給

食
を
守
り
抜
い
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
神
山
町
の
よ
う
に
町
が
補

助
し
て
は
ど
う
か
。

厳
燃
料
費
、
食
材
費
の
高
騰
で

昨
年
度
は
デ
ザ
ー
ト
等
で
調
整

し
、
値
上
げ
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
努
力
し
て
き
た
が
、
さ

ら
に
燃
料
、
食
材
等
の
値
上
げ

が
続
い
て
い
る
の
で
、
給
食
費

の
値
上
げ
も
検
討
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

厳
給
食
運
営
委

員
会
の
協
議
を

参
考
に
対
応
を
検
討
す
る
。

厳
県
内
で
は
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
阿

南
市
と
三
好
市
で
不
妊
治
療
に

助
成
金
を
出
し
て
い
る
。
町
も

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

厳
対
象
者
や
要

件
等
を
十
分
研

究
し
た
い
。

厳
先
に
民
営
化
し
て
い

る
小
松
島
市
議
会
で
も
、

様
々
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。

民
営
化
し
て
し
ま
う
と
監
督
権

限
は
町
に
あ
る
が
、
経
営
や
人

事
、
施
設
整
備
等
が
社
会
福
祉

法
人
の
権
限
と
な
る
。
質
の
良

い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
保

障
は
あ
る
の
か
。

厳
民
間
移
管

後
も
保
育
料

や
入
所
決
定
な
ど
は
従
来
ど
お

り
町
が
決
定
し
、
補
助
金
の
交

付
を
通
じ
て
深
く
関
与
し
た
い
。

問

町
長

答

町
長

答

町
長

答

副
町
長

答

副
町
長

答

問

問 問

給
食
費
の
保
護
者

　

  

負
担
の
軽
減
を

高
額
な
不
妊
治
療
費

　
　
　

  

へ
の
支
援
を

井
出
美
智
子
議
員

﹁
道
の
駅
﹂  

構 

想 

は

町
づ
く
り
の

　
　
中
心
に
位
置
付
け

 

︵
町
長
︶  　

保
育
所
民
営
化

サ
ー
ビ
ス
を

  

保
障
で
き
る
の
か

８議会だより かつうら

DTP
給食費の保護者負担の軽減を

DTP
高額な不妊治療費への支援を



一 般 質 問

中田町長

「勝浦町移住交流支援センター」が設置されているふれあいの里

産
業
建
設
課
長

答

総
務
税
務
課
長

答

四
四
月
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
参
議
院
で
廃
止
法

案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
核
家
族
化
な
ど
に
よ
り
老
人

の
み
の
年
金
生
活
者
の
中
に
は

一
日
千
円
ほ
ど
で
生
活
し
、
病

気
に
な
っ
て
も
医
者
に
か
か
れ

な
い
人
が
い
る
。
そ
の
う
え
、

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
多
く
の

人
が
不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
七
十
五
歳
で
の
線
引

き
に
よ
り
心
を
痛
め
て
い
る
。

﹁
病
は
気
か
ら
﹂
と
言
う
が
、

こ
の
制
度
は
気
を
弱
ら
せ
、
か

え
っ
て
病
気
に
な
り
や
す
く
す

る
制
度
で
あ
る
。

　
こ
の
線
引
き
が
一
番
大
き
な

問
題
で
、
こ
の
根
本
が
変
わ
ら

な
い
限
り
町
長
は
広
域
連
合
議

会
で
廃
止
の
態
度
を
取
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
六
十
五
歳
か
ら
七
十

四
歳
ま
で
の
重
度
障
害
者
は
何

人
い
て
、
ど
う
対
処
し
て
い
る

の
か
。

　
こ
の
制
度
は

高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
仕
組
み
で
、
現
役
世

代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
、
七
十
五
歳

以
上
の
す
べ
て
の
人
を
対
象
に

し
て
い
る
。

　
運
用
に
あ
た
り
、
私
も
広
域

連
合
議
会
で
制
度
の
周
知
徹
底
、

減
免
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
て

い
る
。
国
に
お
い
て
も
見
直
し

が
さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も

制
度
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て

対
応
し
て
行
く
。

　

　
重
度
障
害
者
は
四
十
二
人
で
、

医
療
費
助
成
は
従
来
ど
お
り
で

あ
る
。　

団
塊
世
代
の
受
け
入

れ
対
策
と
し
て
、
空
き

家
や
農
地
の
あ
っ
旋
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が

必
要
で
あ
る
が
、
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
十
九
年
度
に
県
お
よ
び
県
観

光
協
会
、
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か

も
と
、
井
戸
端
塾
の
協
力
を
得

て
団
塊
の
世
代
を
対
象
と
し
た

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
事
業
に
取
り
組

み
、
県
外
か
ら
四
十
一
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。
ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
に
﹁
勝
浦
町
移
住
交

流
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
を
設
け
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

　
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
大
阪
お
よ
び
東
京
の

県
事
務
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

掲
載
し
周
知
し
て
行
き
た
い
。

問

町
長

答

問

森

本

　

守
議

員

団
塊
世
代
の

　
　
　
受
け
入
れ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

  
広
域
連
合
議
会
で
廃
止
を

理
解
と
協
力
を
求
め
て
対
応 

︵
町
長
︶  

　

　

■ 

そ
の
他
の
質
問

○ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
料
金

　
に
つ
い
て

9 議会だより かつうら

DTP
森本守議員

DTP
団塊世代の受け入れ

DTP
ケーブルテレビ料金について



一 般 質 問

倉坪産業建設課長

改善センターに設置されている製粉機

産
業
建
設
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

地
地
域
関
係
者
と
の
協

議
等
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
予
定
通
り
進
ん
で
い
る
の

か
。

地
ま
た
、
県
の
道
路
財
源
の
確

保
が
不
安
視
さ
れ
て
い
る
が
心

配
な
い
か
。

地
六
月
上
旬
に
県
か
ら
用
地
補

償
価
格
算
出
の
報
告
を
受
け
、

地
元
推
進
委
員
と
協
議
を
行
い
、

現
在
、
町
と
委
員
で
地
権
者
に

協
力
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。

六
月
二
十
三
日
に
は
県
と
関
係

者
の
会
を
開
き
、
用
地
交
渉
等

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
や
協

議
を
行
い
、
七
月
ご
ろ
か
ら
県

と
町
に
よ
る
地
権
者
と
の
補
償

交
渉
を
行
う
予
定
だ
。

地
ま
た
、
年
度
当
初
に
は
道
路

特
定
財
源
を
め
ぐ
り
国
の
予
算

分
配
等
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
た

が
、
現
在
は
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お

り
進
ん
で
い
る
。

　

地
安
全
・
安
心
の
食
品

づ
く
り
や
米
の
消
費
拡
大
、

小
麦
粉
高
騰
に
よ
る
関
連
食
品

の
値
上
が
り
に
対
す
る
防
衛
策

と
し
て
、
米
製
粉
機
を
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
や
農
村
婦
人

の
家
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

地
米
の
消
費
は
昭
和
三
十
七
年

が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
平
成
十
八

年
に
は
半
分
に
な
っ
て
い
る
。

地
農
水
省
に
お
い
て
も
米
の
需

要
拡
大
策
と
し
て
、
米
粉
の
普

及
推
進
を
し
て
い
る
。
現
在
、

小
型
の
製
粉
機
は
改
善
セ
ン
タ

ー
と
婦
人
の
家
に
あ
る
が
、
利

用
者
が
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
検
討
し

て
行
き
た
い
。

地
総
務
省
の
有
識
者
に

よ
る
研
究
会
が
人
口
五

万
人
以
上
の
中
心
市
を
核
と
し

た
﹁
定
住
自
立
圏
構
想
﹂
の
報

告
書
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
周

辺
小
規
模
町
と
し
て
の
町
長
の

考
え
は
。

地
今
の
と
こ
ろ

財
源
等
の
裏
付

け
も
不
透
明
で
、
中
心
の
市
だ

け
が
強
化
さ
れ
、
そ
の
し
わ
寄

せ
が
周
辺
町
村
に
及
ぶ
な
ら
敬

遠
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
構

想
が
成
熟
し
協
議
に
移
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
時
点
で
対
応
し
て

行
き
た
い
。

問

問

問
町
長

答

米
製
粉
機
の

設
置
と
米
粉
食
品

　
　
の
研
究
推
進
を

﹁
定
住
自
立
圏
構
想
﹂に

対
す
る
町
長
の
考
え
は

森
　
　 

健  
議
員

沼
江
バ
イ
パ
ス

  
作
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
は

予
定
通
り
進
ん
で
い
る 

　
　
　
　
　︵
産
業
建
設
課
長
︶ 　
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DTP
米製粉機の設置と米粉食品の研究推進を

DTP
「定住自立圏構想」に対する町長の考えは



一 般 質 問

折野副町長

改築が急がれる「たちばな寮」

中
中
国
四
川
省
大
地
震
や
、

岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の

被
災
地
で
は
、
最
大
級
の
地
す

べ
り
が
起
こ
っ
て
道
路
は
寸
断

さ
れ
、
公
共
建
物
の
崩
壊
で
日

を
追
う
ご
と
に
死
者
や
行
方
不

明
者
が
増
え
て
い
る
。
国
や
県

は
海
岸
線
対
策
に
の
み
目
を
向

け
て
い
る
が
、
﹁
改
正
地
震
防

災
対
策
特
別
措
置
法
﹂
で
は
新

た
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
の
か
。

中
ま
た
、
町
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
行
く
の
か
。

中
耐
震
補
強

の
国
庫
補
助

率
が
二
分
の
一
か
ら
三
分
の
二

に
、
改
築
に
つ
い
て
は
三
分
の

一
が
二
分
の
一
に
改
正
さ
れ
た
。

今
後
、
公
立
学
校
改
築
・
改
修

検
討
委
員
会
を
早
い
時
期
に
開

催
し
た
い
。

中
本
町
に
は
急

し
ゅ
ん
な
地
形

の
箇
所
も
あ
り
、
山
腹
崩
壊
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
早
急
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

中
県
で
は
津
波
対
策
の
こ
と
が

よ
く
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
度

の
災
害
を
教
訓
に
中
山
間
内
陸

部
対
策
を
重
視
す
る
よ
う
要
望

し
て
行
き
た
い
。

　

中
道
の
駅
検
討
委
員
会

の
中
間
報
告
と
、
運
営

主
体
は
。

中
ま
た
、
保
育
所
移
管
先
法
人

選
定
委
員
会
の
中
間
報
告
を
。

中
道
の
駅
検

討
委
員
会
は

二
回
開
催
し
た
。
運
営
の
主
体

は
町
と
県
で
あ
り
、
関
係
団
体

は
商
工
会
と
Ｊ
Ａ
で
あ
る
。
全

体
構
想
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
経
費
は
で
き
る
だ
け
少

な
く
し
た
い
。

中
保
育
所
民
営
化
は
現
在
、
三

法
人
と
協
議
中
で
あ
り
、
最
終

的
に
は
選
定
委
員
会
の
答
申
を

受
け
決
定
す
る
が
、
一
法
人
に

よ
る
複
数
経
営
も
あ
り
う
る
。

　

中
当
初
予
算
時
に
は
、

給
食
費
値
上
げ
問
題
に

は
触
れ
な
か
っ
た
。
今
、
な
ぜ

給
食
費
値
上
げ
か
。

中
二
十
年
度
の

給
食
運
営
委
員

会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

値
上
げ
の
場
合
で
も
町
費
の
負

担
は
し
な
い
。

　

中
勝
浦
高
校
の
再
編
で
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
か
。

中
勝
浦
高
校

と
小
松
島
西

高
校
、
県
教
委
、
勝
浦
高
校
教

育
振
興
会
、
地
元
関
係
機
関
と

連
携
し
、
施
設
整
備
で
寮
・
体

育
館
・
武
道
館
の
改
修
・
改
築

等
を
要
望
し
た
い
。

問

町
長

答
教
育
長

答

問
副
町
長

答

問

問

町
長

答

教
育
長

答

西

浜

勝

己
議

員

大
地
震
で
何
を
学
ん
だ
か

中
山
間
地
対
策
を
要
望
︵
町
長
︶　
　

﹁
道
の
駅
﹂﹁
保
育
所
﹂

  　

 

中
間
報
告
を

委
員
会
で
検
討
中

︵
副
町
長
︶

今
、
な
ぜ

　
給
食
費
値
上
げ
か

給
食
運
営
委
員
会

で
検
討 　

︵
町
長
︶

勝
浦
高
校
再
編
計
画
は

寮
の
改
築
が
ぜ
ひ
必
要 

　

︵
教
育
長
︶
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はばたけ！

ちびっ子ア
スリート

はばたけ！はばたけ！

ちびっ子ア
スリート

ちびっ子ア
スリート

　今回紹介するアスリートは、生比奈小学校の「生比奈少年野球

クラブ」です。過去に何度も県代表になるなど、県下でも伝統の

あるチームです。「心で勝て、次に技で勝て。ゆえに練習は実践、

実践は練習」をモットーに、17人の部員が櫻野達也主将を中心に

練習に励んでいます。チームのみんなにアンケートを行いました。

大きな声を出し、

全員野球で一生懸命

プレーします。

◎毎週 火・水・金・土曜日

◎生比奈小学校グランドで17時から19時30分まで
　土日祝日は試合が入るときもあります。

※練習見学や体験入部は随時受け付けています。 【 連絡先 】 櫻野 ☎ 42-4425

生比奈少年野球クラブ生比奈少年野球クラブ

練
習
日
時

　
七
月
七
日
か
ら
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
が
洞
爺

湖
で
開
か
れ
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
中
心

に
議
論
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
数
値
す
ら

盛
り
込
ま
れ
ず
、
新
興
国
は
経
済
成
長
の

持
続
を
優
先
し
、
改
め
て
溝
の
深
さ
を
浮

き
彫
り
に
し
て
閉
幕
し
た
。

　
南
の
島
ツ
バ
ル
で
は
海
水
面
の
上
昇
で

大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。
北
極
で
は
氷

が
溶
け
て
シ
ロ
ク
マ
の
絶
滅
が
心
配
さ
れ

る
。

　
先
日
、
大
川
原
高
原
に
あ
る
風
力
発
電

施
設
を
全
議
員
で
視
察
し
た
。
十
五
基
の

巨
大
な
風
車
が
設
置
さ
れ
、
十
月
か
ら
の

運
転
開
始
に
向
け
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

温
暖
化
対
策
と
し
て
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
に
期
待
し
た
い
。

　
地
球
環
境
を
守
る
の
は
全
世
界
が
一
丸

と
な
っ
て
進
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
最
大
の
問
題
で
あ
る
と
感
じ
た
。 

︵
雅
︶

櫻野達也

原田聖也

勝本鷹幸

立石琢視

林　大成

松本健吾

桃本一輝

西尾優汰

湊　大樹

〜 メンバー紹介 〜

６年

５年

〃

〃

〃

５年

　〃　

〃

４年

４年

〃

３年

〃

阿部達樹

尾山龍輝

西尾駿汰

湊　勇大

２年

〃

１年

〃

中山裕斗

引地智紀

増田晃平

阿部智樹

は　い いいえ

阪　神

巨　人

中　日

ヤクルト

ピッチャー

キャッチャー

ファースト

セカンド

サード

センター

赤星（阪神）

金本（阪神）

阿部（巨人）

岩田（阪神）

ラミレス（巨人）

新井（阪神）

荒木（中日）

青木（ヤクルト）

いない

17

9

3

54

3
2

2
1

2
11

1
1

1 3

4

5

2
1

櫻  野  達  也 主将

●
キャ
プテンのことば

●

野球は好きですか？

好きなプロ野球チームは？

好きなプロ野球選手は？

やってみたい守備位置は？

Q１

Q２

Q３

Q４

DTP
はばたけちびっ子アスリート

DTP
編集後記




